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１．手稲山地区の概要
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地形的特徴：山体崩壊を起源とした地形

●手稲山地区は、北海道札幌市手稲区の手稲山山麓の、地すべり防止区域に指定されている範囲である。
●6～7万年前に発生した山体崩壊を起源とした岩屑なだれ堆積物が広く堆積したことで形成された斜面1）である。
●既往の地形判読結果によれば、手稲山の山体崩壊で生じた岩屑なだれ堆積物内に地すべり地形が認められて

いる2） 。このことから、山体崩壊後も地すべりが発生したことが推測される。
●地すべり防止区域は、地すべり土塊が市街地や重要な交通網等に直接的な影響のおそれがある範囲について、

令和7年2月27日に指定された。 1）宮坂ら（2012）：札幌西部山地，手稲山の地すべり地形，北海道の地すべり2012

がんせつ

手稲山1,023 m

山体崩壊に
よる滑落崖

岩屑なだれ堆積
物の堆積区域

地すべり
防止区域

2）雨宮（2006）：手稲山岩屑なだれの地形について，平成 18 年地すべり学会北海道支部講演要旨,pp.51-56

手稲山地区の地形（拡大）

手稲山
(標高1,023m)

2km

石狩湾

札幌駅

北海道新幹線（計画）

JR函館本線

札樽自動車道（高速）

国道５号

手稲山地区

※基図の一部に国土地理院地図を使用位置図

岩屑なだれ堆積物
の堆積区域

6～7万年前に
山体崩壊

土砂災害警戒区域
(地すべり)

土砂災害警戒
区域(地すべり)

地すべり防止区域
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手稲山地区の地質：火山活動で形成された脆弱な粘土層

●手稲山地区の地質は、５万分の1地質図幅1）によると崖錐や安山岩質集塊岩に分類される。宮坂ら（2012）の

地質断面図2）によると、基盤岩の安山岩（小樽内川層・西野層）の上位に約6～7万年前の山体崩壊を起源とし

た岩屑なだれ堆積物が広く堆積していると考られている 。

●岩屑なだれ堆積物内には、過去の火山活動に伴う熱水変質によって粘土化した脆弱な層が確認されており、

この脆弱な粘土層が地すべりのすべり面となっている可能性がある。

手稲山地すべり地質平面図
※杉本（1953）に一部加筆

がんせつ

1）杉本（1953）：5万分の1地質図幅「銭函」及び説明書，北海道開発庁
2）宮坂ら（2012）：札幌西部山地，手稲山の地すべり地形，北海道の地すべり2012

粘土化した
脆弱な層 4粘土層の露頭（手稲山）

小樽内川層

西野層

岩屑なだれ堆積物

山麓斜面堆積物

夕日沢層

手稲山溶岩（中部）

手稲山溶岩（上部）
地質断面図（現況）

手稲橋

札樽道
JR函館本線

手稲山地区
（地すべり防止区域）

A

B

※宮坂ら（2012）に一部加筆

手稲山

手稲山地区
（地すべり防止区域）

Vtp

Hag

Tgf2

Vt

Vtp

Jg

Tpr2

Jg

Hag

Lt

Tgf2
Tgf2
凡例

Vtp ：崖錐
Hag ：安山岩質集塊岩
Jg ：礫・砂・泥
Al ：砂・礫・粘土

（氾濫堆積物）
Lt ：輝石安山岩

（天狗山溶岩）
Vt ：輝石安山岩

（手稲山火山噴出物）
Tgf2：緑色凝灰岩
Tpr2：変朽安山岩

Aｌ

B

A

断面位置

がいすい あんざんがんしつしゅうかいがん
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年間降水量

山口（山麓）
手稲山（山腹）

●年間降水量の平均値（気象庁）は、山口観測所（山麓）で980 mm、手稲山観測所で1,354 mmであるとと
もに、約15年単位で概観すると963 mmから995 mmと微増傾向（山口観測所（山麓））である。

●北海道では気候変動による降雨量の増加が懸念されており、地すべりのリスクが高まるおそれがある。

●札幌市は、豪雪地帯対策特別措置法に指定される豪雪地帯で、手稲区土木センター（山麓）の過去20
年間（2006～2025年）の年最大積雪深平均値は100 cmである。月別平均積雪深は2月下旬頃をピーク
とし、春には融雪により多量の水分が斜面に供給され、地すべりの誘因になっていると考えられる。

2006～2025平均
手稲区100cm

手稲山地区の
積雪状況

（撮影：2022年2月）

約1.5m

札幌市手稲区の年最大積雪深（上図）及び
平均積雪深の変化（下図）（2005年11月～2025年4月の平均）

※手稲区土木センターに設置された積雪深計の計測データを用いて作成

山口観測所と手稲山観測所における年間降水量の変化
※気象庁ホームページ、手稲山及び山口のデータを用いて作成 ※手稲山観測所は2011年以降のみ

積雪の特徴降雨の特徴

積雪深は3月以降、
急激に減少している

融雪により多量の水分が
斜面に供給される

手稲山地区の気象：降雨や融雪による斜面への大量の水分供給

雨量計
（手稲山観測所）

雨量計
（山口観測所）

手稲山地区

積雪計
（手稲区土木センター）

2km

5北海道における気候変動に伴う降水量変化
※日本の気候変動２０２５詳細版を用いて作成

年降水量 日降水量100mm以上の発生回数

北海道内の
年降水量は
20世紀末に比べて
21世紀末には
4℃上昇で約161mm
2℃上昇で約66mm
増加する予測

北海道内の日降水量
100mm以上の発生回数は
20世紀末 0.2回/地点/年
21世紀末には
4℃上昇で 0.6回/地点/年
2℃上昇で 0.3回/地点/年
に増加する予測

２℃上昇シナリオ

４℃上昇シナリオ

棒無し ２０世紀末

年々変動の幅

1978～93平均 山口 963mm 1994～2009平均 山口 983mm 2010～24平均 山口 995mm

約1.03倍に微増

急激に
減少

3月



●手稲山地区周辺は、「手稲本町市民の森」や自然遊歩道として札幌市民に親しまれているとともに、環境省の自然共生サイト
※に認定された民間により生物多様性の保全が図られている区域である。

●手稲山には1972年札幌五輪の会場にもなったスキー場があり、札幌市では、スノーリゾートシティSAPPORO推進戦略にて、
「雪の街の魅力」と「国際観光都市の魅力」とが融合した世界で唯一の大都市スノーリゾート 「スノーリゾートシティSAPPORO」
としてブランド化を目指している。

●手稲山地区の約2 ㎞西には旧手稲鉱山があり、最盛期には月産5万トンの金銀銅の原鉱石が産出されていた1） 。一方、手稲

山付近には、金銀銅の原鉱石だけでなく、熱水変質による鉱化変質帯も分布2）しており、地下水からは自然由来の重金属（ヒ
素など）が検出される可能性がある。

※自然共生サイト： 環境省が「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」として認定する
区域のこと（R5～）。 北海道内では16か所が認定されている（令和7年3月25日現在）。

市民の森を利用
する地元住民

手稲本町市民の森

自然共生サイト「マテリアルの森」

6

1）札幌市HP「手稲区史跡ガイド」
2）札幌市HP「自然由来重金属検討委員会」答申（平成21年3月）

ていねほんちょう

こうかへんしつたい

手稲山地区の土地利用①：豊かな自然と旧手稲鉱山の歴史

スノーリゾートシティ
SAPPOROパンフレット

（令和4年3月制作）（抜粋）出典：札幌市ＨＰ出典：札幌市ＨＰ

凡例
自然共生サイト

1972年 冬季五輪（スキー大回転）

出典：札幌市ＨＰ

手稲山
地区

出典：環境省ＨＰ

出典：環境省ＨＰの
資料に一部加筆



●手稲山地区に隣接するエリアは、札幌市中心部のベッドタウンとして発展した人口集中地区となっている。
現在は、札幌市の都市機能誘導区域や集合型居住誘導区域に指定されているほか、手稲区役所や消防署等
の公共施設、病院、学校、老人ホーム、幼稚園等の要配慮者利用施設が多数あり、地すべりが発生すれば甚
大な被害が生じることが懸念される。

●手稲山地区の直下の札樽自動車道及び国道5号は、北海道地域防災計画において第一次緊急輸送路に位置
付けられており、災害直後の緊急的な輸送を円滑かつ確実に実施するために不可欠な道路である。また、有
珠山や樽前山の噴火時の代替路や緊急事態発生時の避難路としても重要な役割を果たす。

※平成12年に発生した有珠山の噴火時は、南回りルートの国道36・37号や道央自動車道、JR室蘭本線等の重要な交通網が数か月にわたり寸断され、

北回りルートの国道５号やJR函館本線は不通期間の代替路として機能した。

手稲山地区周辺の土地利用②：都市計画

7

※1 国土交通省
令和３年度 一般交通量調査結果

※2 JR北海道
令和４年度 輸送密度調査結果

札樽自動車道
（手稲IC～銭函IC間）

13,589台/日※1

国道５号
（軽川～三樽別川間）

30,733台/日※1

○ 第１次緊急輸送道路
道庁、地方中心都市及び重要港湾、空港、総合病
院、自衛隊、警察、消防等を連絡する道路
○ 第２次緊急輸送道路
第１次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠
点等を連絡する道路
○ 第３次緊急輸送道路
第１次及び第２次緊急輸送道路とその他の防災拠
点を連絡する道路

※札幌市 令和２年度 緊急輸送路ネットワーク計画図（抜粋）に一部追記

市道手稲山麓線

出典：札幌市ＨＰ

集合型居住誘導区域

都市機能誘導区域

要配慮者利用施設

有珠山噴火による交通への影響

平成12年3月に発生した有珠山噴火

ＪＲ函館本線
（札幌～小樽間）
輸送密度 36,353
（人/㎞/日） ※2

防災拠点・緊急輸送路及び人口集中地区の分布

手稲山地区

有珠山

札幌

高速道路

国道

鉄道

手稲山地区

国道37号

国道5号

札樽自動車道や国道５号、
JR函館本線等が代替路とし
て機能

H12年の有珠山噴火により

道央自動車道や国道37号、
JR室蘭本線が通行止め

※出典：地理院地図に一部加筆



市道

拡大

20mm
移動杭変位量

軽川

●移動杭測量によると、軽川右岸の地すべりブロックの一部では累積変位量（H27-R6）で斜面下方へ約4 ㎝ の
変位が確認されている。市道舗装の亀裂箇所では１年間で最大2.7 ㎝変位したことが確認されている。

●手稲橋の周辺では、市道舗装の亀裂が確認されているほか、ブロック境界部の駐車場付近にも亀裂が確認さ
れているなど、地すべり活動の兆候とみられる現象が確認されている。

●過去に地すべり活動が生じたと考えられる明瞭な地すべり地形が確認されるほか、不明瞭ながら斜面変形が
進行しつつある状態と推測される微地形も確認されている。

●また、地下水位の観測結果では、地下水位が常に高い状態となっている箇所や豪雨時や融雪期に地下水位が
大きく上昇する箇所が確認されている。

●地すべりは一旦発生すると、緊急的かつ大規模な対策が必要となることが多い。このため小規模な地割れ等の
地すべりの兆候が見られた区域やその周辺では事前防災の観点で早期の対応が必要。

移動杭測量による累積変位量
（H27～R6）

手稲山地区での地すべりの兆候：市道舗装の亀裂及び調査・観測結果
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手稲橋

市道舗装の亀裂
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高い地下水位が形成されている
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年 2024
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降雨や融雪によって
約5mの水位上昇が生じている

ブロック境界部の路面の亀裂
・沈下、縁石の変形

ブロック境界部の
駐車場の亀裂

手稲橋左岸側
橋脚亀裂

手稲橋左岸側
歩道の亀裂・沈下

明瞭な地すべり地形

手稲山地区の地形（赤色立体図）及び地下水位観測結果



北海道庁ホームページや広報さっぽろ、回覧板によ
るチラシ配布などにより、手稲山地区で地すべり対策
の検討を進めている旨、周知を実施。

手稲山地区の地すべり対策の取組みなどを交えた「土砂災害の備えに関
するセミナー」を開催。地域住民など合計93名が参加。
手稲山地区の地すべり対策の取組みなどを交えた「土砂災害の備えに関
するセミナー」を開催。地域住民など合計93名が参加。

R6.１２

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/kss/214246.html

パ ネ ル 展 実 施 状 況

ＪＲ手稲駅の自由通路にて、土砂災害を啓発するパネル展を開催。ＪＲ手稲駅の自由通路にて、土砂災害を啓発するパネル展を開催。

掲 載 状 況

https://www.pref.hokkaido.lg.jp
/kn/kss/206324.html

チラシ

R７.２
セ ミ ナ ー 開 催 状 況

広報誌

ＨＰ

●北海道は手稲山地区を土砂災害警戒区域（地すべり） に指定（R元.5.17）し、土砂災害から生命を守るため、地
域住民に対して災害情報の伝達や避難が早くできるように警戒避難体制の整備を実施。

●札幌市は土砂災害の備え関するセミナーの開催（北海道と共催）やハザードマップ配布等のソフト対策を実施
●地域の危機意識は高まっており、地域からの地すべり対策の要望がある。

地域に向けたソフト対策の取り組みや地域の要望

9



２．課題の把握、原因の分析
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●地すべりが発生すると、被害想定区域内に位置する多数の住宅、公共施設、要配慮者利用施設等や札樽自動車道等の重要

な交通網に被害を与えるおそれがある。また、稲積川・軽川・三樽別川において河道閉塞（天然ダム）が生じるおそれがある。

河道閉塞（天然ダム）が決壊した場合、市街地において大規模な氾濫被害が生じるおそれがある。

●手稲山地区の直下を横断する重要な交通網が寸断されると、地域防災や道内経済に甚大な影響を与えるおそれがある。

●地すべり深度が深い、明瞭な地すべりブロックだけでなく不明瞭な地すべりブロックがある、豊かな自然環境を有する、自然由

来の重金属が存在する可能性がある等の現地条件から、検討や工事の際の検討・配慮事項が多い。

いなづみがわ がるがわ さんたるべつがわ

課題の把握

11※出典：国土地理院地図3Dに一部加筆

想定される災害のイメージ（地すべり）

パターン①
地すべり土塊が移動することで、
直下の住宅や道路等の保全対象に

被害を与える

河道閉塞（天然ダム）の
決壊による影響

のイメージ

手稲山地区

地すべり土塊の移動
による影響のイメージ



①降雨等により地すべり滑動が
活発化

②隣接するブロックの末端部が
不安定化

③ブロック全体に不安定化が拡大し、
大規模な地すべりにつながるおそれ

A

B

手稲山地区地すべり想定断面図（A-B測線）（イメージ図）

さっこん

熱水変質を受け粘土化
（深度23.0～23.6ｍ）

擦痕

原因の分析

擦痕： 摩擦によってつけられた傷痕。
地すべり、断層運動あるいは氷河の
流れなどによって形成される。

12

積雪+豪雨（イメージ）
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A

岩屑なだれ堆積物
基盤岩

（小樽内川層など）

粘土化した脆弱な層

想定すべり面

B

豪雨

積雪浸透水

ボーリングのコア写真

地下水の流れ

地すべりブロックの上方は緩斜面をなしており、雨
水や融雪水が地中に浸透すると地下水位が高い
状態となり、地すべりの不安定化を引き起こすお
それがある。

隣接地すべりブロックの不安定化による地すべり拡大のイメージ

●手稲山地区では、岩屑なだれ堆積物に存在する粘土化した脆弱な層が斜面と同一方向に存在することで、地すべりのすべり
面を形成すると考えられる。ボーリングコアを観察すると、熱水変質作用等により粘土化したと考えられる深い深度の弱層が
複数認められる。この層の一部には、過去に発生した地すべりの痕跡を示す擦痕も確認される。

●手稲山地区の上方は緩斜面をなしており、雨水や融雪水が地中に浸透すると地下水位が高い状態となっていること、気候変
動に伴い降水量が増加する可能性があること等、今後地すべりが不安定化する可能性がある。

●隣接しあう地すべりブロックの１つの滑動が活発化した場合、隣接するブロックが不安定化し、地すべりの拡大が懸念される。
●地下水や掘削土砂から自然由来の重金属（ヒ素等）が検出される可能性があり、適切な重金属対応を実施するためには、高

度な順応的管理が求められ、随時専門性の高い判断や対応が必要となる。
●生活環境・自然環境に配慮した計画の立案が必要となる。
●早期に事業効果が発現するよう、安全度を段階的に向上させる計画を立案する必要がある。

さっこん

さっこん

手稲山地区



３．政策目標の明確化、
具体的な達成目標の設定
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●手稲山地区の地すべり対策を実施することにより、下記被害を未然に防止する。

・地すべり土塊の移動に伴う住宅・公共施設等や札樽自動車道等への被害。

・地すべり土塊の河川流入によって河道閉塞が形成され、決壊した場合の、土砂及び洪水氾濫によ

る市街地や道路・鉄道等の重要な交通網への被害。

政策目標の明確化、具体的な達成目標の設定

14

事業対象地区

●地すべりが発生した場合に、市街地や重要な交通網

等に影響のおそれがある手稲山地区を事業対象区

域として設定。

課題の把握

来の重金属が存在する可能性がある等現地条件から、検討や工事の際の検討・配慮事項が多い。

●地すべりが発生し土塊が移動することによる多数住宅等や重要な交通網に甚大な被害、河道閉塞

（天然ダム）の発生・決壊による広範囲への被害が発生するおそれがある。

●手稲山地区の直下を横断する重要な交通網が寸断されると、北海道の地域防災や経済活動に甚

大な影響を及ぼすおそれがある。

●地すべり深度が深い、明瞭・不明瞭な地すべりブロックがある、豊かな自然環境を有する、自然由

来の重金属が存在する可能性がある等現地条件から、検討や工事の際の検討・配慮事項が多い。

原因の分析

●手稲山地区で広く分布する岩屑なだれ堆積物は、深い深度に地すべりのすべり面を形成すると

考えられる粘土化した弱層を含んでいる。

●手稲山地区上方は緩斜面をなしており地下水位が高い状態となっていること、気候変動に伴う降水

量増加の可能性があること等、今後地すべりが不安定化する可能性がある。

●隣接しあう地すべりブロックの１つの滑動が活発化した場合、隣接する地すべりブロックが

不安定化し、地すべりの拡大が懸念される。

●地下水等から自然由来の重金属（ヒ素等）が検出される可能性があり、対策時には高度な順

応的管理が求められ、随時専門性の高い判断や対応が必要となる。

●生活環境・自然環境に配慮した計画の立案が必要となる。

●早期に事業効果が発現するよう、安全度を段階的に向上させる計画を立案する必要がある。

達成すべき政策目標

●政令指定都市・札幌市の市街地や北海道の地域防災等を支える重要な交通網に隣接するとともに

豊かな自然に恵まれた手稲山地区の特徴を踏まえ、生活環境や自然環境に配慮した計画を立案

し、その対策により地すべり土塊の移動やそれに伴う河道閉塞・決壊を防止することで、地すべり

災害安全度の向上を図り、社会経済や地域防災への影響を未然に防ぐ。

具体的な達成目標手稲山地区
（地すべり防止区域）

0 1
㎞



４．複数案の提示、比較、評価
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分類 対策メニューの有効性
概略評価
での選定

① 水路工
降雨や地表水の浸透や地すべり地域内外からの再浸透によって
地すべりが誘発されるのを防止するために計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

② 暗渠工
浅層部の地下水を排除し、すべり面付近への地下水供給を抑え
るために計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

③ 横ボーリング工
水平方向のボーリングによって、広範囲の地下水を排除するた
めに計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

④ 集水井工
横ボーリングと連結し、すべり面付近の地下水位を効率良く排除
するために計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

⑤ 排水トンエル工
地すべり規模が大きく、移動土塊が厚い場合、多量の水脈が分
布している場合に地下水を効率良く排除するために計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

⑥ 排土工
地すべりが滑動しようとする力(地すべりの活動力)を低減するた
め、地すべり頭部に計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。
ただし、切土により背後斜面の地すべりを誘発する可能
性がある。

○

⑦ 押え盛土工
地すべりの滑動力に抵抗する力を増加させるため、地すべり末端
部に計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。
ただし、地すべりブロックの地形によっては押え盛土によ
る抑制効果が期待出来ない場合もある。

○

⑧
侵食防止工
（砂防堰堤）

河川や雨水等の流水による侵食や崩壊が地すべり発生の誘因
となる場合に、侵食や崩壊の防止を図るために計画する。
地すべり地域の直下流部に砂防堰堤等を設けると、その堆砂に
よって地すべり末端部の崩壊や侵食が防止され、押え盛土と同
様の効果が期待できる。

当該地域において、効果が期待できる施策である。
ただし、砂防堰堤を設置する場合は流域の砂防計画と
の整合を図る必要がある。

○

⑨ 杭工
杭を不動地盤まで挿入し、杭のせん断抵抗力や曲げ抵抗力に
よって地すべりの滑動力に抵抗することを目的として計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

⑩ 深礎工
地すべりの滑動力が大きく、杭工では所定の計画安全率の確保
が困難な場合等で、不動地盤が良好な場合に計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。
ただし、施工規模が大きくなるため費用が増大する。

○

⑪ アンカー工
不動地盤に定着させた鋼材等の引張強さを利用して、地すべり
滑動に対抗することを目的として計画する。

当該地域において、効果が期待できる施策である。 ◎

その他 ⑫ バイパストンネル
地すべりが発生した場合の上流域での湛水被害、および河道閉
塞の決壊に伴う下流域での氾濫被害を防ぐために計画する。

河道閉塞の決壊に伴う被害解消を期待できる施策であ
るが、地すべり土塊による被害は解消できない。

▲

⑬ 警戒避難体制の整備 警戒避難体制の構築により、未然に人的被害を防止する。
本対策は最も有利な案と併用して実施するものであり、
人的被害の防止を図る対策であるため、家屋や道路等
のインフラは保全できない。

▲

⑭ 土地利用規制
危険な箇所、被害が想定される箇所に対し土地利用上の規制を
かけることにより被害軽減を図る。

被害想定範囲は、既に土地開発が進んでいるため、有
効な対策とならない。

▲

⑮ 住宅移転
災害リスク低減のため、危険な区域内の住宅等を安全な場所へ
集団移転させる。

地すべりによる当該地区の被害を確実に防止できる。
ただし、被害想定範囲は人口集中地区であるため、移
転費用が増大する可能性がある。

○

抑制工

抑止工

ソフト対策

ハード
対策

対策メニュー

一次選定：対策メニューの二次選定案の抽出

●政策目標を達成可能で、手稲山地区で実現可能な案であるかの観点で一次選定を実施し、二次選定案を抽出。
●地すべり土塊の動きを止められないために被害を解消できない「バイパストンネル」は、二次選定案に抽出しない。

●「警戒避難体制の整備」、「土地利用規制」については、ハード対策と組み合わせて実施することで効果を発現することから、二
次選定案には抽出しない。
●上記以外の「抑制工」、「抑止工」、 「抑制工+抑止工」、 「住宅移転」を二次選定案として抽出。

抑制工と抑
止工の対策
メニューを
組み合わせ
る案を2次
選定案とし
て抽出

2次選定案と
して抽出

抑止工の対
策メニュー
を組み合わ
せる案を2次
選定案とし
て抽出

抑制工の対
策メニュー
を組み合わ
せる案を2次
選定案とし
て抽出
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二次選定：対策実施方針の選定

凡例
◎・○
プラス
要素

▲・×
マイナス
要素

第4案
保全対象を移転する案

第3案
抑制工+抑止工を組み合わせ

整備する案

第2案
抑止工のみで整備する案

第1案
抑制工のみで整備する案

対策案

被災家屋数 約19,000戸→0
事業所数 約400箇所→0
緊急輸送路被害
札樽自動車道、国道5号→解消

◎人的被害・物的被害を防止できる。

被災家屋数 約19,000戸→0
事業所数 約400箇所→0
緊急輸送路被害
札樽自動車道、国道5号→解消

◎人的被害・物的被害を防止できる。

被災家屋数 約19,000戸→0
事業所数 約400箇所→0
緊急輸送路被害
札樽自動車道、国道5号→解消

◎人的被害・物的被害を防止できる。

被災家屋数 約19,000戸→0
事業所数 約400箇所→0
緊急輸送路被害
札樽自動車道、国道5号→解消

◎人的被害・物的被害を防止できる。

安全度

×住居移転費用約1.0兆円のほか、事務
所移転費、札樽自動車道、国道5号の
移転費用等が別途必要となる。

◎対策費用約300億円＋供用期間の
維持管理費用約5億円

▲対策費用約450億円＋供用期間の
維持管理費用約7億円

▲対策費用約350億円＋供用期間の
維持管理費用約250億円。

費用

×多数の住居、札樽自動車道の移転は
困難。

○自然由来の重金属に配慮した設計・
施工が可能

○現場条件に応じた工法を組み合わせ
ることで、騒音や振動を最小化するこ
とが可能なため、地域の合意形成に
向けた実現性は高い。

○自然由来の重金属に配慮した設計・
施工が可能

▲騒音や振動が生活環境へ及ぼす影
響によって、地域の合意形成に時間
がかかることが懸念される。

▲自然由来の重金属を処理するため
の排水処理施設の設置・維持管理が
必要

▲大きな地形改変を伴う排土工は、地
域の合意形成に時間がかかることが
懸念される。

実現性

◎移転のため、恒久対策となる。◎維持管理により機能の持続は可能。◎維持管理により機能の持続は可能。◎維持管理により機能の持続は可能。持続性

×用地取得や地域住民との合意後の計
画変更、中止は困難。

◎抑制工の効果検証結果に応じ、計画
の見直し、 柔軟な対応が可能。

◎計画の見直し時には規格変更が可能
▲排土工や押え盛土工は大きな地形

改変を伴うため、実施後の計画変更
は困難

柔軟性

×集団移転に伴う地域社会への影響は
甚大。

○現場条件に応じた工法を組み合わせ
ることで、騒音や振動を最小化するこ
とが可能。なお、排水時や掘削時に
は、自然由来の重金属に注意が必要。

▲大型の資機材が必要であり、騒音や
振動が生活環境へ及ぼす影響が懸
念される。なお、掘削時には、自然由
来の重金属に注意が必要。

▲排土工は地形改変が大きいため、市
民の森など土地利用への影響が懸
念される。なお、排水時や掘削時に
は、自然由来の重金属に対応が必
要。

地域
社会
への
影響

×地すべり発生時に大量の土砂が河道
へ流入した場合、動植物の生息環境に
与える影響は甚大。

○現場条件に応じた工法を組み合わせ
うことで、地形改変や、水質への対応
を最小化することが可能。

▲大型の資機材を搬入するための工事
用道路の建設等による地形改変が、
動植物の生息環境へ及ぼす影響が
懸念される。

▲排土工は地形改変が大きくなるため、
動植物の生息環境への影響が懸念
される。

環境
への
影響

×◎△△
総合
評価 ●費用、柔軟性、地域社会への影響、環境への影響の観点から、第3案を基本として整備を進めることが優位と考える。

●具体的な対策にあたっては、地形、地質、保全対象の特性等に応じて、警戒避難体制の整備などを柔軟に組み合わせ、効率的かつ効果的な対策を進める。

●二次選定案の対策メニューについて、費用、実現性、柔軟性、地域社会への影響、環境への影響の観点から総合評価を実施。
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５．地域への説明状況
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●北海道、北海道開発局、札幌市では、令和７年７月２４日（木）に「手稲山地区地すべり対策に関する説明会」を
開催し、手稲山地区地すべりの概要、対策、警戒避難体制の整備について、地域のみなさまへ説明を実施。

●地すべり対策に関する主な意見としては、早期に事業効果が発現するよう地すべり対策を実施して欲しい、工事
にあたっては生活環境・自然環境に配慮して欲しい、今後も密に情報提供して欲しい等の意見があった。

地域のみなさまからの主な意見

【手稲山地区地すべり対策に関する説明会】

■ 開催日時：令和７年７月２４日(木) 18:00～19:40
■ 開催会場：手稲コミュニティセンター

■ 主催者:北海道、北海道開発局、札幌市（３者共催）

■ 参加者：地域のみなさま（１０４名）、報道関係４社

議事次第

１ 開 会

２ 開会挨拶 空知総合振興局札幌建設管理部

３ 議 事

（１）手稲山地区地すべりの概要について

（説明：北海道河川砂防課）

（２）手稲山地区の地すべり対策について

（説明：北海道開発局河川計画課）

（３）土砂災害での避難のポイント
（説明：札幌市危機管理課）

４ 閉会挨拶 北海道開発局札幌開発建設部

５ 閉 会

地域のみなさまからの主な意見

【地すべり防止工事に関する意見】

・工事にあたっては生活環境・自然環境に配慮して欲しい

・早期に事業効果が発現するよう、対策を実施して欲しい

【地すべり対策その他全般に関する意見】

・避難対策について、警察や消防、自衛隊、地域の企業と

連携した住民避難の活動をすべき

・土砂災害警戒区域での土地利用規制を強化すべき

・今後も地すべり対策について密に情報提供して欲しい
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６．対応方針（原案）
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●手稲山地区地すべり対策の対応方針（原案）について同意します。
●手稲山地区においては、大規模な地すべりが発生した場合、多数の住宅、公共施設等への被害のほか、

重要な交通網の寸断により地域防災や道内経済に甚大な影響を及ぼす可能性があります。
●また、手稲山地区では、市道舗装の亀裂など、地すべり活動の兆候とみられる現象が確認されているこ

とから、事前防災の観点から早期の地すべり対策が必要です。
●これらのことから、道民の安全で安心な暮らしを守るため、国直轄による地すべり対策を早期に事業化し

ていただくよう、特段のご配慮をお願いいたします。

北海道知事の意見

対応方針（原案）

●費用、実現性、柔軟性、地域社会への影響、環境への影響の観点から、最も有利な案は「第3案 抑制工
+抑止工を組み合わせ整備する案」であり、他の評価項目でも当該評価を覆すほどの要素がないと考えら
れるため、第3案による対策が妥当。

対応方針（原案）
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